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自由民主党千葉市議会議員団 

◎第１２回千葉市「花の旅団」の活動 

 ２０１６年１１月１６日から１９日ま

で３泊４日で台湾・新北市、台北市、台

南市、嘉義県を訪問し、桜の木の植樹を

はじめとした国際交流活動を行なって参

りました。 

 この植樹ツアーは、２００５年から始

めた千葉市「花の旅団」の第１２回目

で、過去８回は千葉市の友好都市である

中国呉江市で行い、台湾新北市での植樹

は昨年に続き４回目でした。［今回の参

加者数：１０名］ 

 行程は１６日に日本を出発し、台湾桃

園国際空港に到着後、台湾新幹線にて台南市に移動し、延平郡王祠、孔子廟などを見

学。１７日は嘉義県に移動して新しくオープンした故宮博物院南院（２０１５年１２

月２８日開業）を見学し、その後台湾新幹線で台北市に移動し、新北市幹部との夕食

会を開催。１８日は新北市中和区役所を訪問し、区役所前公園で柯慶忠区長たちと共

に記念植樹を実施し、区役所見学と台湾テレビ局からのインタビュー。そして新北市

主催の昼食会。その後同市平渓区へ移動し、平渓区役所を訪問後、十分にて平渓区役

所の職員たちと友好親善のための天燈（ランタン）上げを実施。１９日は台北市内

で、中正祈念堂などを見学の後、空港に移動し、夜、成田に帰国しました。 

 これからも、千葉市「花の旅団」の活動を通じて、市民レベルの草の根の国際交流

を続けていくことで、少しでも国際友好親善の一助になればよいかと思います。 

 これからもご支援・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

広げよう国際交流・友好親善の輪！！ 
台湾・新北市で４回目の桜の植樹を実施しました。 

新北市中和区役所・正面玄関前にて 

中和区役所資料館にて 区役所前公園での記念植樹 テレビ局からのインタビューの模様 



※市政に関するご相談・ご意見・ご提案などお気軽にご連絡下さい。 ◎川村ひろあき事務所 
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 新北市中和区は、面積２０ｋ㎡。人口４１万人の新北

市の南西部に位置し、人口が市内で２番目に多い区で、

２０１０年に新北市に改編されるまでは中和市でした。 

 区の特色としては、台北市中心部に隣接していること

から、台北市のベットタウンとして発展し、台北市に通

勤・通学する人を多く抱えています。 

 また区内には、町工場的な（零細）印刷工場が集中す

る工業地域も有しています。 

 現在、台北市内と結ぶ地下鉄も建設されております。 

◎新北市中和区について 

◎新北市平渓区について 

 新北市平渓区は、面積７１ｋ㎡。人口４８００人の新

北市の東北部の山間部に位置する区で、２０１０年に新

北市に改編されるまでは平渓村（平渓郷）でした。 

 区内には基隆河が流れ、その支流に十分瀑布（台湾最

大の滝）があり、半円状の形状とその美しさから「台湾

のナイアガラ」と呼ばれています。 

 この十分瀑布の最寄駅が台湾鉄道平渓線の十分駅で、

ここで行われる天燈上げが大変有名で観光名所となって

おり、連日、国内外から大勢の観光客が訪れています。 

新北市平渓区役所正面玄関前にて 

天燈（ランタン）発射・上昇 

天燈（ランタン）発射準備・点火 

 今回の植樹は、これまで新北市の国際交流科長として、植樹等のご手配をいただい

ていた柯慶忠氏が中和区長に就任されて初めての訪問でした。 

 植樹の後、柯慶忠区長と環境美化などの都市政策について懇談しました。またその

◎編集後記 

千葉日報朝刊 ２０１６年１２月１日 新北市中和区のＨＰ ＨＰの和訳文 

千葉市議員が中和区を訪問し、都市の管理について話合い、桜の縁をつなぐ  
 

 日本千葉市議会の川村博章議員は、民国102年（2013年）から毎年市民団体「花の旅

団」を率いて、新北市を訪れています。今年は、市の手配で初めて中和区に来られ、交

流をしました。川村議員は古い友人である柯慶忠（か けいちゅう）区長と会い、本日

（18日）午前、中和区役所前公園にて、両市の友情の更なる促進と強固を象徴した吉野

さくら一本を共同で植樹しました。 

 川村議員は中和区役所前公園を散策され、緑豊かで、花のあふれた公園をご覧にな

り、公園は素朴でテーマ性があり、とても清らかで気持ちがよく、まさに区役所のよう

に親しみやすく、生き生きと活力があると称賛されました。 

 柯慶忠区長は、中和区は人口密度の高い区で、都市の衛生と整然さを維持することは

市政の一大任務であり、市民サービスと都市管理のノウハウについて、議員と分かち合

い、特に今後の市政の参考として、クリーン・シティ（清潔な都市）について、議員に

意見を伺いたいと話しました。 

 川村議員は、人口密度の高い都市を治めるのは容易なことではなく、両市ともに直面

する課題であり、インフラ建設以外に、市民の質が最も大切であると認識されていま

す。また、以下のように述べました。きれい好きは日本人の天性で、培ってきた習慣で

もありますが、教育によって根付くものでもあります。小学生の頃から国民の道徳感や

責任感を育てれば、人々は自ずと自分のコミュニティを愛する意識が生まれ、企業は社

会責任を果たすことができるようになります。都市の衛生を維持するためには、政府と

して、市民の自治や道徳心の向上を呼びかける一方、補助措置として、関連条例を制定

し実行に移し、重要地域において、パトロールと清掃を強化することが必要です。 

 中和区の歴史資料館を見学され、区役所の業務紹介をお聞きになった川村議員は、区

役所の温かいおもてなしに感謝の言葉を述べ、将来において、交流と協力の機会を期待

しているとあいさつしました。 

を温かく迎えるそうです。 

模様が台湾のテレビ局

の取材を受け、千葉市

の施策についてインタ

ビューされました。 


